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命を守る防災対策を

学校図書館を日常的に開館し、活用を

自助意識の向上を図る

主体的な学習に結びつくよう充実を図りたい

門倉　正子（公明党）

稲橋　ゆみ子（立川・生活者ネットワーク）

首
都
直
下
地
震
の
よ
う
な
大
規
模

災
害
で
は
、
消
防
や
地
元
行
政
と

い
っ
た
公
助
に
は
限
界
が
あ
り
、
自
助
、
共

助
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
市
民
防
災
組
織
の

充
実
に
向
け
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

た
め
の
普
通
救
命
講
習
受
講
や
防
災
士
の
資

格
取
得
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
女

性
が
発
案
し
た
、
１
週
間
分
の
食
料
を
使
い

な
が
ら
備
蓄
す
る
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法

の
周
知
、
29
年
度
作
成
予
定
の
都
の
女
性
防

災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
自

助
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

本
市
で
は
、
学
校
図
書
館
支
援
指

導
員
を
小
学
校
は
週
２
回
、
中
学

校
は
週
１
回
配
置
、
ほ
ぼ
全
て
の
小
中
学
校

で
、
昼
休
み
に
図
書
委
員
会
の
児
童
生
徒
に

よ
る
図
書
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
４
校
で
放
課
後
も
開
館
し
て

い
ま
す
が
、
児
童
生
徒
が
図
書
に
触
れ
る
機

会
を
ふ
や
し
、
授
業
内
容
を
掘
り
下
げ
て
学

ぶ
た
め
の
学
校
図
書
館
の
活
用
が
課
題
だ
と

捉
え
て
い
ま
す
。
主
体
的
な
学
習
に
結
び
つ

く
学
校
図
書
館
の
充
実
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
の
学
校
経
営
を
生
か
し
て
い
き
た
い
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
が
経
ち
、

防
災
へ
の
意
識
が
徐
々
に
薄
れ
て
き

て
お
り
、
市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
首
都
直
下
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
本
市
で
は
市
民
の
４
分
の
３
が
在
宅

避
難
と
な
る
想
定
で
す
が
、
援
助
が
来
る
ま

で
自
力
で
生
き
抜
く
た
め
に
は
備
蓄
品
な
ど

の
備
え
が
必
要
で
す
。
市
民
の
自
助
へ
の
意

識
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ま

た
防
災
対
策
に
は
、
女
性
の
視
点
も
重
要
で

す
が
、
女
性
の
視
点
を
生
か
す
取
り
組
み
は

予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

調
布
市
で
は
全
小
中
学
校
に
学
校

司
書
が
週
４
日
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
学
校
図
書
館
活
動
が
盛
ん
に
な
る
と
、

学
校
が
落
ち
着
く
、
資
料
活
用
の
授
業
が
増

え
、
配
慮
が
必
要
な
子
の
居
場
所
と
も
な
り

得
る
と
の
こ
と
で
す
。
本
市
の
小
中
学
校
で

は
、
学
び
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
の

か
、
そ
の
現
状
と
開
館
状
況
、
課
題
を
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
の
居

場
所
と
し
て
も
、
学
び
の
向
上
の
場
と
し
て

有
効
活
用
を
す
る
た
め
に
も
、
学
校
図
書
館

を
日
常
的
に
開
館
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

簡易耐震改修工事等にも補助を

図書館指定管理館の質の検証は

他団体の動向、手法等を研究

毎月の連絡調整会議等でチェックしている
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本
市
の
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に

対
す
る
助
成
は
、
建
物
全
体
で
1.0

以
上
の
耐
震
性
能
評
価
の
値
を
求
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
1.0
以
上
が
大
規
模
な
地
震
に
対

し
て
倒
壊
の
可
能
性
が
低
い
値
の
た
め
、
そ

こ
ま
で
の
改
修
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る

た
め
で
す
。
部
分
改
修
や
耐
震
性
能
評
価
Ｉ

ｗ
値
が
0.7
以
上
1.0
未
満
ま
で
の
簡
易
耐
震
改

修
な
ど
を
、
他
市
で
助
成
し
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
ま
す
。
耐
震
化
を
推
進
す
る
手

法
と
し
て
、
他
団
体
の
動
向
、
手
法
等
を
研

究
し
て
い
き
た
い
。

サ
ー
ビ
ス
の
質
に
つ
い
て
は
、
毎

月
の
連
絡
調
整
会
議
や
事
業
報
告

書
を
中
央
図
書
館
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
協
議
会
で
も
、
図
書
館
全
体
の
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
、
地
区
館
と
の
連
携
強
化
な
ど

の
検
討
と
と
も
に
、
中
央
図
書
館
の
望
ま
し

い
あ
り
方
の
検
討
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

仕
様
書
の
中
で
、
業
務
の
円
滑
な
運
営
の
た

め
に
要
件
や
基
準
に
従
っ
て
職
員
を
配
置
し
、

管
理
運
営
体
制
を
構
築
す
る
よ
う
、
安
定
し

た
人
材
の
確
保
や
職
員
資
質
の
向
上
な
ど
に

も
努
め
る
よ
う
示
し
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
助
成
事

業
で
、
対
象
と
な
る
工
事
を
細
分

化
し
、
部
分
補
強
も
支
援
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。
簡
易
耐
震
改
修
工
事
、
耐
震
診
断
の

結
果
、
評
点
の
Ｉ
Ｗ
値
が
0.7
未
満
の
住
宅
を

0.7
以
上
1.0
未
満
に
補
強
ま
た
は
改
修
す
る
工

事
及
び
部
分
耐
震
改
修
工
事
、
耐
震
診
断
の

結
果
、
評
点
が
0.7
未
満
の
住
宅
を
、
地
震
時

の
倒
壊
か
ら
所
有
者
な
ど
の
命
を
守
る
こ
と

を
目
的
に
、
部
分
的
に
居
室
を
補
強
ま
た
は

改
修
す
る
工
事
な
ど
に
細
分
化
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
ま
す
。

指
定
管
理
制
度
を
導
入
し
た
全
国

の
公
立
図
書
館
で
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
指
定
管

理
者
の
職
員
の
入
れ
替
わ
り
は
激
し
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
最
低
賃
金
ぎ
り
ぎ
り

の
非
正
規
労
働
で
働
い
て
い
る
た
め
で
、
そ

の
結
果
専
門
性
が
確
保
さ
れ
ず
、
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
検
証
方
法
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
ま
た
中
央
図
書
館
へ
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
や
窓
口
の
民
間
委
託
に
つ

い
て
は
、
絶
対
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中央図書館 市内銭湯

用語解説　「昼間人口」と「交流人口」とは
【昼間人口】　夜間人口から流出人口（他へ通勤・通学する人
口）をマイナスし、流入人口（他から通勤・通学してくる
人口）をプラスしたもの。昼間の買い物客などは含まない。

【交流人口】　その地域を訪れる、１日のうち２時間以上滞
在する（交流する）人のこと。

災害対策用としての銭湯に支援を
懇談会等の機会を通じて話をしていく
中山　ひと美（たちかわ自民党・安進会）

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

家
屋
の
崩
壊
、
焼
失
等
に
よ
り
自

宅
で
の
入
浴
が
困
難
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

公
衆
浴
場
は
非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
と
市
内
４
軒
の
公
衆
浴
場
は
情
報
共
有
や

意
見
交
換
の
場
と
し
て
、
定
期
的
に
懇
談
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
公
衆
浴
場

の
経
営
や
取
り
巻
く
環
境
、
利
用
者
の
減
少

に
つ
い
て
、
ま
た
浴
場
の
施
設
や
設
備
の
改

修
や
修
繕
へ
の
市
の
補
助
、
広
報
等
で
の
公

衆
浴
場
の
Ｐ
Ｒ
等
に
つ
い
て
な
ど
ご
意
見
・

要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
４
カ
所
の
公
衆
浴
場
、

い
わ
ゆ
る
銭
湯
が
あ
り
ま
す
。
災

害
時
に
お
け
る
銭
湯
の
必
要
性
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
伺
い
ま
す
。
例
え
ば
震
災
時
に
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
供
給
が
停
止
し
て
も
、
薪
使

用
の
銭
湯
は
、
地
下
水
を
汲
み
上
げ
る
動
力

用
の
約
400
万
円
の
発
電
機
が
あ
れ
ば
、
利
用

で
き
ま
す
。
本
市
の
公
衆
浴
場
予
算
は
100
万

円
で
す
。
災
害
時
の
対
策
と
し
て
要
望
が

あ
っ
た
場
合
は
補
助
を
お
願
い
し
た
い
。
ま

た
Ｐ
Ｒ
の
た
め
市
の
催
し
で
入
浴
券
等
を
配

布
し
、
銭
湯
を
維
持
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

平
成
28
年
度
第
２
回

議
員
研
修
会
を
開
催

　

２
月
９
日
、
講
師
に
早
稲
田
大
学
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
研
究
所　
事
務
局
長
の
中
村
健
氏

を
お
招
き
し
、「
議
会
改
革
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
義
と
と
も
に
、
２
月
５
日
実
施
さ
れ
た

意
見
交
換
会
を
題
材
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
で
の
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
よ
り
開
か

れ
た
議
会
へ
の
取

り
組
み
や
、
次
回

意
見
交
換
会
に
向

け
て
の
改
善
点
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
ま
し
た
。

ワークショップ形式での研修の様子

平成28年度
市民との意見交換会を

開催しました
～皆さんの声を市政に届けます～
　２月５日に、「子育て・教育」と「福祉・介護」をテーマとした立川
市民と議会との意見交換会を女性総合センター・アイムで開催しました。
無作為抽出でご案内を差し上げた市民の方のうち、計 7名の方にご参加
いただきました。参加していただいた皆さま、ありがとうございました。
　２月23日には全議員で意見交換会の振り返りを行い、皆さまからのご
意見をどのように議会として活用していくかなどについて話し合いました。
　詳細については後日、立川市議会ホームページに掲載する予定ですが、
第一回定例会の中では、いただいた意見をもとにした議員による質問な
ども行われました。

※�平成29年度は、７月８日（土）午前10時から「ごみ問題（ごみ減量・リサイクル等）」、
７月15日（土）午前10時から「防災（地震・水害・自主防災等）」のテーマで、いずれ
も会場は女性総合センター・アイム第３学習室で開催します。
　�今年度は無作為抽出でのご案内は行いません。どなたでもご参加できます。ぜひご参加
いただき、皆さまの貴重なご意見をお寄せください。詳細は広報、ＨＰで後日掲載予定
です。

２月23日(木 )
「議員の意見交換会振り返り」
（市役所・市議会委員会室）

２月５日(日)午後
テーマ「福祉・介護」
（女性総合センター・アイム）

２月５日(日)午前
テーマ「子育て・教育」
（女性総合センター・アイム）


